
障害者優先調達推進法による積極的な発注

【防衛省】

～省庁の特性を活かし特定の品目を大量発注することで
生まれた発注好事例～

平成２５年度 発注額

取組内容

● 防衛省の平成２５年度発注実績 34,974,237円

物品 23,893,024円
役務 11,081,213円

内訳

※食料品・飲料やクリーニングの実績が高い

全国の基地における備蓄品や制服のクリーニングなど、
省庁の特性を活かし、各地域における障害者就労施設へ
の発注促進を実現させた。

省庁の取組 事例 ③



取組のポイント

障害者優先調達推進法施行後、各基地にも周
知したことによって、基地の備蓄品や制服のク
リーニング等の特性のある発注促進の取組が生
まれた。

結果として、障害者就労施設に対する食料品・
飲料やクリーニングの発注が高くなり、発注実績
を伸ばすことにつながった。

全体への周知徹底と省庁の特性を活かす発注
が、発注実績の向上につながる事を示す好事例
である。

具体的な発注例

● 制服のクリーニング
● 宿泊施設シーツクリーニング

等

● 非常用食品（カロリー補助栄養
食品等）

● 飲料水の備蓄
等
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制服の縫製

● 防弾チョッキ等の制服の縫製
等


